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令和７年度学校マネジメントプラン計画書  

 

１ 学校マネジメントプランの策定期間 

令和 ５年 ～ 令和 ７年（３年間） 
 

２ 目指す学校像 
急激に変化が進む現代社会において、定時制高校では多様な対応が求められている。生

徒一人ひとりの適性に応じた教育活動を行い、個々の能力・個性を伸ばすとともに「もの

づくり」を通して「自ら考える力」を育て、創造力豊かな人材の育成を目指す。 

社会の変化に柔軟に対応し、複雑化・多様化する社会課題に主体的に取り組み、自立で

きる人間性豊かな人材の育成を目指す。 

関係機関や企業などと連携し、生徒や教員が職業観・勤労観を育むとともに、専門的な

分野の技術力の向上を図る。 

 

３ 中期経営目標と中期行動計画 
「目指す学校像」の実現をより確かなものとするため、中期経営目標と中期行動計画を

策定する。 

中 期 経 営 目 標 中 期 行 動 計 画 

１．カリキュラムマネジメント

の視点から、これからの時

代に求められる資質・能力

を踏まえつつ、令和４年よ

り年次進行で導入されてい

る新学習指導要領の理念に

基づいた教育を推進する。 

(1)学習内容と社会とのつながりを意識し、｢何を教え

るか｣という知識の質・量の精選を図る。  

(2)「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、生徒

が主体的に考え、他者と協働して課題解決を図ろう

とする探究的な授業改善に向けた取組を推進する。 

(3)授業における ICT機器の効果的な活用について研究

し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実を図る。 

２．キャリア教育の視点から一

人ひとりの社会的・職業的

自立に向けて必要な基盤と

なる能力や態度を育む。 

(1)職業を通じて未来の社会を創り上げていくという視

点から、インターンシップ、企業内研修、応募前見

学、オープンキャンパス等への参加を推進し、主体

的な職業選択能力や高い職業意識の育成を図る。 

(2)４年間を見通したキャリア教育プランを立案すると

ともに、キャリア・パスポートを活用し、目標設

定、取組、振り返りと評価のサイクルに基づいた取

組を推進する。 

３．ものづくり教育を通して社

会に貢献できる人材を育成

する。 

(1)資格・技能検定試験に積極的に取り組み、知識・技

能の向上を図り、自尊心と自己有用感を高める。 

(2)６Ｓ活動を通じて、安全衛生教育の推進を図り、安

全管理意識の醸成を図る。 

(3)令和４年度より市立工業高校において実施されてい

るK-SMART Engineers育成事業において、企業と学校

が連携し、「未来志向型エンジニアリングの育成」

と「ものづくりを通して人づくり」をテーマに DX時

代につながる人材の育成に取り組む。 

(4)令和６年度に採択された文部科学省「 DX加速化推進

事業」において、 DX人材の育成につながる取組につ

いて研究と実践を進める。 



４．インクルーシブ教育システ

ムの理念をもとに、個々の

違いを認め合いながら、共

に学び、いきいきと学校生

活を過ごせる環境を構築す

る。 

(1)障害の状態や発達の段階に応じた合理的配慮につい

て組織的な支援を継続的に行うことによって、一人

ひとりの生徒に応じた指導の充実を図る。 

(2)多様な生徒に対応する取組として令和５年度に設置

された日本語教室において日本語教育の向上に取り

組む。 

(3)生徒が安心して学校生活を送り、互いに尊厳を重ん

じ尊重し合う社会の実現を目指し、人権教育の推進

を図る。 

５．教職員の働き方改革を推進

する。 

(1)教職員の尊厳や人格が尊重され、安心して勤務でき

る風通しの良い職場環境を構築する。 

(2)教職員が心身ともに健康でいきいきと働ける職場環

境の実現を図る。 

 

４ 重点目標と行動計画 

重 点 目 標 行 動 計 画 評 価 指 標 

１．カリキュラムマネ

ジメントの視点か

ら、これからの時

代に求められる資

質・能力を踏まえ

つつ、令和４年よ

り年次進行で導入

されている新学習

指導要領の理念に

基づいた教育を推

進する。 

(1)学習内容と社会とのつながりを

意識し、｢何を教えるか｣という

知識の質・量の精選を図る。 

・新しい時代に必要な資質・

能力を踏まえた教科・科目

で目標や内容を見直し、育

む 資 質 ・ 能 力 を 明 確 化 す

る。 

(2)「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向け、生徒が主体的に

考え、他者と協働して課題解決

を図ろうとする探究的な授業改

善に向けた取組を推進する。 

・研究授業を通じ「どのよう

に学ぶか」という、学びの

質や深まりを重視し、生徒

が主体的に試行錯誤したり

し、生徒同士が相手の考え

方を理解し自己の考えを広

げ 深 め る 授 業 の 展 開 を 図

る。 

(3)授業における ICT機器の効果的

な活用について研究し、「個別最

適な学び」と「協働的な学び」

の一体的な充実を図る。 

・全 HR教室に配備された電子

黒板を活用し、動画や画像

によって効果的な授業を展

開したり、タブレット等を

使用し他者と協働したりし

て、自分なりの答えや新た

な価値を生み出していく授

業の展開を図る。 

２．キャリア教育の視

点から一人一人の

社会的・職業的自

立に向けて必要な

基盤となる能力や

態度を育む。 

(1)職業を通じて未来の社会を創り

上げていくという視点からイン

ターンシップ、企業内研修、応

募前見学、オープンキャンパス

等への参加を推進し、主体的な

職業選択能力や高い職業意識の

育成を図る。 

・４年間の学校生活において

インターンシップ、企業内

研修・見学、応募前見学、

オープンキャンパス等学校

見学の参加を促す。 



(2)４年間を見通したキャリア教育

プランを立案するとともに、キ

ャリア・パスポートを活用し、

目標設定、取組、振り返りと評

価のサイクルに基づいた取組を

推進する。 

・生徒自ら自己を見つめる場

を 設 け 、 趣 向 や 得 意 不 得

意、目標等を記録し、定期

的にキャリア形成を見通し

た り 振 り 返 っ た り し な が

ら、自身の変容や成長を記

録し、教師は対話的に関わ

り個性を踏まえつつ助言を

行 い 生 徒 の 成 長 を 支 援 す

る。 

３．ものづくり教育を

通して社会に貢献

できる人材を育成

する。 

(1)資格・技能検定試験に積極的に

取り組み、知識・技能の向上を

図り、自尊心と自己有用感を高

める。 

・各コースにおいて定める基

準に沿って、資格試験にチ

ャレンジし平均８割の合格

率をめざすために補習など

を行う。 

(2)６Ｓ活動を通じて、安全衛生教

育の推進を図り、安全管理意識

の醸成を図る。 

・実習においては、「安全第

一」を重視し怪我や事故の

件数ゼロを目指す。 

(3)令和 4年度より市立工業高校に

おいて実施されている、K-SMART 

Engineers育成事業において企業

と学校が連携し、「未来志向型エ

ンジニアリングの育成」と「も

のづくりを通して人づくり」を

テーマに DX時代につながる人材

の育成に取り組む。 

・ 本 校 、 工 業 の 特 性 に 合 わ

せ、企業と連携を図り、地

元産業に貢献できる生徒の

育成を目指す。 
(4)令和６年度に採択された文部科

学省「 DX加速化推進事業」にお

いて、 DX人材の育成につながる

取組について研究と実践を進め

る。 

４．インクルーシブ教

育システムの理念

をもとに、個々の

違いを認め合いな

がら、共に学び生

き生きと学校生活

が過ごせる環境を

構築する。 

(1)障害の状態や発達の段階に応じ

た合理的配慮について組織的、

継続的な支援を行い一人ひとり

の生徒に応じた指導の充実を図

る。 

・令和５年度より、新しく立

ち上げた、特別支援教育コ

ーディネータを中心とした

校内組織により、入学前中

学校訪問や教育相談を実施

し、これらを踏まえニーズ

に応じた教育支援策を講じ

る。 

・必要に応じ個別指導計画を

立案し卒業後の社会生活を

見据えつつ、円滑な学校生

活が過ごせるよう学校全体

で合理的配慮を実施する。 

(2)多様な生徒に対応する取組とし

て令和５年度に設置された日本

語教室において日本語教育の向

上に取り組む。 

(3)生徒が安心して学校生活を送

り、互いに尊厳を重んじ尊重し

合う社会の実現を目指し、人権

教育の推進を図る。 

・年３回の生徒いじめ実態把

握調査を実施し、早期発見

・早期対応を行う。 

・インターネットやソーシャ

ルメディア利用に起因する

問題の増加を鑑み、教員向

け情報セキュリティ研修と

生徒向けの情報モラル研修

を実施する。 



５．教職員の働き方改

革を推進する。 

(1)教職員の尊厳や人格が尊重され

安心して勤務できる風通しの良

い職場環境を構築する。  

・ハラスメントを「発生させ

ない、許さない、見過ごさ

ない」ことを基本とし、教

職員一人ひとりの尊厳や人

格が尊重される職場づくり

に取り組む。 

 また、教員向けのハラスメ

ント研修を実施する。 

(2)教職員が心身ともに健康でいき

いきと働ける職場環境の実現を

図る。 

・勤務時間内に仕事が終えら

れるよう組織的な業務改善

を図るとともに、個々の役

割を明確にし、働きがいの

ある職場を目指す。 

 


